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富山県のウラジロガシ林分布(予報)＊

太田道人

富山市科学文化センター

ApriliminaryreportontheverticaldistributionofQue流郷ssα"c加aBl.

forestinToyamaPrefecture,MiddleJapan.

MichihitoOhta

TovamaScienceMuseum

In1982,IcarriedoutafloralsurvevonthedistributionofQ.sα/〃naforestsinToyama

Prefecture.

O.sal〃"αissinglydistributedfrom10metersto400metersabovethesealeveland

makessomecommunitiesatthealtitudeof70-340meters・InHimiCityanditsvicinity：

northwesternpartofToyama.therearetwoforestsofQ.sal允加aunder50minaltitude.

はじめに

ウラジロガシ林は，通常日本海側の中部地

方以南のヤブヅバキクラス域上部に発達する

極相林として知られ，富山県の原植生の一つ

と考えられている。しかし，分布する地域は

人間の生活圏にあたるため，ウラジロガシ林

の多くは伐採され，富山県の低山帯の原植生

を知ることは，非常に難しくなってきている。

しかし，社叢や集落の裏山，急な斜面などに

は，残存する小林分が見られ，原植生を考察

する上でも，きわめて重要な存在となってい

る。

富山県の原植生に関する研究はなされてお

らず，現存植牛図としては，1，5，6（末

尾文献欄参照）が，印刷されている。

本調査は，富山県の原植生考察の一部とし

て，ウラジロガシ林分布の上限，下限をみき

わめることを目的とし調査したもので，これ

は，とりもなおさず．ブナ林の下限，スダジ

イ林の上限の考察にも値する問題である。
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調査方法

ウラジロガシの分布が予測される地域を，

自動車を用いて，各河川流域ごとに，できる

限')多くのルートを走行し，ウラジロガシ林

および単木を捜した。また，海抜400m以下

の山地にある社寺は，ほとんど立寄って調

査した。自動車には，必ず2名以上乗車し，

時速30km前後で走行し，ウラジロガシが見ら

れた場合には，その場所に入って植生調査を

行うことを原則とした。ただし，地形により

立入')が不可能な場合は，双眼鏡による確認

にとどめた。なお，植生調査は，ウラジロガ

シが，少なくとも高木層で優占種となってお

り，面積が20m×20m以上の林分についての

み行った。

結果

県の東側に位置する境)||から，順次西側に

位置する河川の順に配列し，各河川ごとに．

ウラジロガシ(Q),スダジイ(C),ブナ(F)
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凡例（図1～図4に共通）

●ウラジロガシ林・ウラジロガシ

■ス ダジ イ林庫スダジイ

▲タブ林▲タブ

◆ブナ林・ ブ ナ

図｜早月川以東のウラジロガシ分布図

：大平100 m2 :舟 見2 40 m

：下山106m4:愛本150～l801n

：福平220m6:奥平沢320m

：宮崎のスダジイ林I'll～70m

の分布高度および主な確認地点とその海抜高

度Cmは略,地形を記す。地形は，斜面・崖・

尾根・谷・段丘崖の計5種の語句を用いて表

現する。

1．境川・笹川流域（図1）

C林分20m-70m：宮崎鹿島社20-70斜Ihi

Q単木的20m-80m：大平80斜面，

下横尾10斜面

Q林分loom:大平上流1km100斜.面

2．小川・舟川流域

Q単木的100m-200m：蛭谷140斜面，

小川温泉260崖

Q林分240m:舟見の東2km240斜面

F単木的240m:舟見の東2kni240斜面
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3．黒部111流域

Q単木的160m-280m：内山160斜面，宇奈

月280斜面

Q林分lO6m-l80m：下山106斜面，愛本

150斜面

4．布施川流域

Q単木的80m-220m：阿弥陀堂80斜面，笠

破100斜面，田籾140斜面

Q林分220m:福平220斜面

5．片貝川流域

Q単木的220m-400m：東蔵240崖，奥平沢

300斜面，奥平沢上流2km400斜面

Q林分320m:奥平沢320斜面（写真1)

6．早月川流域

Q単木的160m-300m：入合橋付近160斜

面，護摩堂200崖

Q林分60m:金山谷60斜面

7．白岩川・大岩川流域（図2）

Q林分140m-240m：大松140斜面，大岩

240谷底（写真2;

8．常願寺Ill流域

Q単木的180m-380m：岩m寺180斜面，松

木260段丘崖，牧260段丘崖，小見300段丘

崖，本宮380段丘崖

Q林分200m:栃津200斜而（写真3)

9．熊野川流域

Q単木的160m-380m：窪160斜面，西小俣

200斜面，手出380斜面

アカガシ単木的300m-380m：長瀬300斜

面，手出380斜面

10．神通川・宮川流域

Q単木的5，－320m：呉羽5斜面，笹津100

斜面，牛ヶ増～芦生100～200斜面および

崖，新猪谷ダム湖岸280斜面，中山200-

250斜面，加賀沢250～300斜面，加賀沢上

流1.5kin320崖

Q林分160m-180m：神通峡160～180崖

11．井田川流域。上流部は久婦須川(ｸ)，野枝

川(ﾉ)，室牧川(ﾑ)の各支流に分かれる。
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図2県中西部のウラジロガシ分布図

5．猪谷250m9.小牧

6．桐谷280m10.菅沼(ブナ）

7常楽寺95m11.高岡(スダジイ）

8．山田温泉150m12．臼谷
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F林分340m-350m：細島340尾根，菅沼

350尾根

14．小矢部川流域

C単木的5m;勝興寺5斜面

Q単木的5，－190m：勝興寺5斜面,二上

山180～200斜面，一宮20斜面,鉢伏山180

斜面，高坂観音滝50谷，久利須190斜面，

埴生65斜面

Q林分80m:臼谷80斜面

15．仏生寺川流域（図3）

C林分20m:雨晴20斜面，上泉20斜面

Q単20m:沖崎20斜面

Q林分40m:西田40斜面

Q単木的65m-360m：掛畑(ｸ)160斜面，桐

谷上流2～3km(ｸ1300～320段丘崖，川倉

（ﾉ)200斜面，松瀬(ﾉ)300斜･面，上野(ﾑ)140

斜面，栗須300～360斜面

Q林分95m-280m：常楽寺95斜面，桐谷(ｸ）

280斜面，高樹ﾑ)100斜面

12．山田川流域

Q単木的30m-360m：長沢30斜面，中i頼90

段丘崖，居舟300～360斜面

Q林分150m:山田温泉150斜面

13.庄川流域

C林分13m:高岡古城公園13斜面

Q単木的l20m-200m：小牧発電所120崖，

小牧ダム湖岸180斜面，大牧温泉180斜面
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16．上庄川流域

C林分15m-70m

面，中村30斜面､

km70斜面

Q単木的30m-160m：久目30斜面,論田75

斜面

17.余川流域

Q単木的40m-180m：一ノ瀬60～70斜面，

寺尾180斜而

18．阿尾川流域

C林分5m:阿尾5斜面

Q単木的20m-100m：指崎20斜面，黒谷60

斜面，上宮100斜面

Q林分65m:磯部65斜面

19.下田川流域

Q単木的20m-140m：中田20斜面

Q林分50m:谷口50斜面（写真4)

中尾30斜面，柿谷15斜

上田50斜面，上田南1

考察

ウラジロガシの垂直分布と，河口からの直

線距離との関係を図4に示す。

単木としてのウラジロガシは，海抜10mか

ら400mと広範囲に分布する。しかし，群集と

しての分布は，海抜40mから320mであった”

ウラジロガシ林の分布の上限は,(1)海抜35号

、以上には，ウラジロガシの分布する例が少

ないこと，(2)庄川菅沼のブナ林（海抜340m~

350m)は，石川県のブナ林分布下限350m(里

見，1975）を考慮すると，富山県のブナ林の

図3氷見地方のウラジロガシ及びスダジイ分布図

ウラジロガシ林1．谷口50m

2．磯部65m

3．西田40m

スダジイ林4．中波20m

5．脇方25m

6．中村30m

7．上田50m

8．上田の南1km70m
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河 口か らの直線距離

図4富山県のウラジロガシの垂直分布
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富山県のウラジロガシ林分布

下限に近いと考えられること－の2点から，

海抜340m前後と考えられる。

一方，スダジイ林は，海抜10mから70mに

分布し，この範囲内に，4例のウラジロガシ

林が存在する。ウラジロガシ林分布の下限は

次のように考えられる。シイータブ林域は，

新潟県西部が北限と考えられており，また，

石川県では，スダジイ林が，海抜100m～150

mでウラジロガシ林と相接しているので，富

山県でのスダジイ林分布の上限は，海抜100

mより低いものと予測される。今回調査され

たスダジイ林で，最も高所のものは，氷見市

上田と朝日町宮崎の林で，共に海抜70m前後

であt).これより上部には，単木も見られな

かったので，海抜70mが、スダジイ林分布の

上限であると考えられる。したがい，ウラジ

ロガシ林の分布の下限は，海抜70m前後であ

I)，地形によっては，下降して分布する林分

があると考えてよいのではないだろうか。

道路からの調査だけでは，不充分な地域に

は，今後，航空写真や徒歩による調査を行い

河川流域ごとのウラジロガシ分布の差や，ブ

ナ・スダジイのより詳しい分布を，明らかに

していく必要がある。
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図版I1.奥平沢上流のウラジロガシ．海抜

320m.May2.1982.

2．大岩のウラジロガシ林．谷底．海抜

240m.May3．1982．

3．栃津熊野社のウラジロガシ林．海抜

200m.Jun.11.1982.

4．集落の裏山に残存するウラジロガシ

林．谷口．海抜50m.May21.IS1982
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